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本年の７月中旬から７月下旬の気象は、平均気温は２９.９℃（平年比＋３.５℃）、降

水量は５０ｍｍ（平年比３２％）、日照時間は２１１.９時間（平年比１６０％）と高温

少雨傾向で推移しました。 

７月中旬播種の大豆は、現在開花前で、生育前半の少雨・乾燥の影響で生育はやや抑

えられています。一方雑草が目立ち始め早急な防除対策が必要です。またハスモンヨト

ウの発生に注意する必要があります。次のことに注意して栽培管理を行ってください。 

 
１ 少雨・過乾燥対策 
 
 気象予報では今後少雨傾向で予報されてい
るため、うね間かん水が可能な圃場では土壌表
面が白乾し始めたら、うね間かん水を行ってく
ださい。 
うね間かん水できない圃場では、暗きょの栓

を閉めて、土壌の過乾燥を抑制して下さい。
ただし、大雨時は栓を開けて排水して下さい。
 右図は暗きょの栓を閉めることによる増収
効果を表したものです。 

 
２ 雑草防除 
 右の写真のように、イネ科雑草や広葉雑草が目立ち始め

ています。圃場に発生している雑草を確認し、草の種類に

応じた薬剤を選定し早急に散布して下さい。 

イネ科雑草は、ポルトフロアブル（200～300ml/10ａ

を水 100ℓ）です。 

アサガオ類は大豆バサグラン液剤（100～150ml/10ａ

を水１００ℓ）です。 

ホソアオゲイトウ、ホオズキ等の広葉雑草は、アタック

ショット乳剤（３０～５０ml/10ａを水１００ℓ）です。 

中耕・培土は有効な雑草対策です。除草剤と併用する場

合は、除草剤散布後、中耕・培土を行ってください。 

（大豆２～６葉期に１～２回、生育量の小さい圃場では５

～６葉期に１回） 

 

※アタックショットは一時的に薬害が発生します。 

購入する際は、承諾書の記入が必要になりますのでご了承ください。 

（本年は試験のみを予定していましたので、大豆ごよみ及び注文書には掲載していません。 

在庫も準備する予定ですが、取り寄せになる場合もありますので事前に確認をお願いします。） 

 

ホソアオゲイトウ 

ノビエ 



アサガオ類は種類によって薬剤の効き方が異なるので下図を参考に薬剤の選択をする。 

 

 

ハスモンヨトウ 

本年のハスモンヨトウは、少雨傾向で７月下旬から白変葉が見られましたが、白変葉

の発生は現在まで少なく推移しています。フェロモントラップの誘殺数は７月末に増加

しており、８月下旬～９月上旬の白変葉の発生に注意が必要です。今後、発生は地域や

ほ場で異なるため、白変葉や虫の発生状況を確認しながら防除を実施してください。 
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